
２０２３年（令和 5 年） 

第７８回国民スポーツ大会・第２３回全国障害者スポーツ大会 

 

ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会 

設立総会・第１回総会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和２年８月６日（木）午後６時から 

場所：立花コミュニティセンター 講堂 

 

 

 



目 次 
■設立総会 

 

○説明事項 

 （１）第７８回国民スポーツ大会・第２３回全国障害者スポーツ大会の概要 

について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

  （２）第７８回国民スポーツ大会・第２３回全国障害者スポーツ大会伊万里市 

開催準備経過概要について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３  

 （３） 第７８回国民スポーツ大会等の開催に向けたスケジュールについて・・・７ 

 

【第１号議案】 

  ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会設立趣意書（案）について・・・・・・・８ 

【第２号議案】 

  ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会会則（案）について・・・・・・・・・・９ 

【第３号議案】 

  ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会委員・役員（案）について・・・・・・１４ 

 

 

■第１回総会 

 

【第１号議案】 

  ＳＡＧＡ２０２３伊万里市開催基本方針（案）・・・・・・・・・・・・・・１９ 

【第２号議案】 

  ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会令和２年度事業計画（案）・・・・・・２０ 

【第３号議案】 

  ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会令和２年度収支予算（案）・・・・・・２１ 

【第４号議案】 

  ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会常任委員会への委任事項（案）・・・・２２ 

 

■参考資料 

  三重ことわか国体（第７６回国民体育大会）競技別会期・・・・・・・・・２３ 

  ＳＡＧＡ２０２３ポスターチラシ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５ 

  プロジェクトＩＤＥＡ２０２３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６ 

 

 

 

 



 

 

 

設 立 総 会 

 

 

 

 
 

 
 



- 1 - 

 

ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会設立総会 次第 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 説明事項 

 

 （１）第７８回国民スポーツ大会・第２３回全国障害者スポーツ大会の概要に   

ついて 

 （２）第７８回国民スポーツ大会・第２３回全国障害者スポーツ大会伊万里市開催

準備経過概要について 

 （３）第７８回国民スポーツ大会等の開催に向けたスケジュールについて 

 

 

４ 仮議長選出 

 

 

５ 議 事 

   

  【第１号議案】 ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会設立趣意書（案）について 

  【第２号議案】 ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会会則（案）について 

  【第３号議案】 ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会委員・役員（案）について 

 

 

６ 閉 会 
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（１）第７８回国民スポーツ大会・第２３回全国障害者スポーツ大会の概要について 

 

【両大会の概要】 

≪国民スポーツ大会≫ 

 

≪全国障害者スポーツ大会≫ 

目    的 

 広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ精神を高揚して国民の健康増進と 

体力の向上を図り、併せて地方スポーツの振興と地方文化の発展に寄与するとと

もに、国民生活を明るく豊かにしようとするものである。 

主  催  者 
日本スポーツ協会、文部科学省、開催都道府県、会場地市町村、日本スポーツ協

会加盟競技団体 

時期・期間 9月中旬～10月中旬  /  11日間以内 

競  技  数 

○正式競技 〔３７競技〕 
（陸上競技、水泳、サッカー、テニス、ボート、ホッケー、バレーボール、体操、  

バスケットボール、レスリング、セーリング、ウエイトリフティング、ハンドボー

ル、自転車、ソフトテニス、卓球、軟式野球、相撲、馬術、フェンシング、柔道、

ソフトボール、バトミントン、弓道、ライフル射撃、剣道、ラグビーフットボール、

スポーツクライミング、カヌー、アーチェリー、空手道、銃剣道、なぎなた、ボウ

リング、ゴルフ、トライアスロン、クレー射撃）                                                                                           

○特別競技 （高校野球） 

○公開競技 〔７競技〕  

（綱引、ゲートボール、武術太極拳、パワーリフティング、グラウンド・ゴルフ、

バウンドテニス、エアロビック） 

○デモンストレーションスポーツ 〔２０競技〕  

（合気道、アジャタ、いごてだま、ウォーキング、草スキー、クッブ、グラウンド・

ゴルフ、３Ｂ体操、室内ペタンク、シャッフルボード、スポ GOMI、スポーツウエ

ルネス吹矢、スポーツチャンバラ、ソフトバレーボール、チャレンジ・ザ・ゲーム、

パークゴルフ、バッゴー、フライングディスク、マリンスポーツ、ラージボール卓

球） 

参 加 者 数 ２２，０００人程度（選手・監督） 

目   的 

 障害のある選手が、障害者スポーツの全国的な祭典であるこの大会に参加し、

競技等を通じ、スポーツの楽しさを体験するとともに、国民の障害に対する理解

を深め、障害者の社会参加の推進に寄与する。 

主  催  者 
日本障害者スポーツ協会、文部科学省、開催都道府県・指定都市、会場地市町村、

関係団体 

時期・期間 原則として国体の直後  /  ３日間 

競 技 数 

○正式競技 〔１４競技（個人７、団体７）〕 

個人：陸上競技、水泳、アーチェリー、卓球、フライングディスク、ボウリング、

ボッチャ 

団体：バスケットボール、車椅子バスケットボール、ソフトボール、フットベース

ボール、グランドソフトボール、バレーボール、サッカー 

 

○オープン競技 〔１～４競技〕   （R元 茨城大会開催競技：卓球バレー） 

※実施競技は令和３年度に決定予定 

参 加 者 数 ５，５００人程度（選手・監督） 

３ 説明事項 
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（２）第７８回国民スポーツ大会・第２３回全国障害者スポーツ大会開催準備経過概

要について 

 

 

年 度 内  容 

平成 25 年度 

（公財）佐賀県体育協会が「平成 35 年国体佐賀県招致要望書」を、（一社）佐賀県

障がい者スポーツ協会が「平成 35年全障スポ佐賀県招致要望書」を佐賀県知事、佐

賀県教育委員会、佐賀県議会議長に提出 

佐賀県議会で佐賀県知事が「平成 35 年国体及び全障スポの佐賀県招致」を表明 

佐賀県議会が「平成 35年国体及び全障スポの佐賀県招致」を決議 

佐賀県教育委員会が「平成 35年国体及び全障スポの佐賀県招致」を議決 

平成 26 年度 

佐賀県知事・佐賀県教育委員会・（公財）佐賀県体育協会会長の連名で、文部科学大

臣、（公財）日本体育協会会長、及び日本障がい者スポーツ協会会長に、「平成 35

年国体及び全障スポの開催提案書」を提出 

（公財）日本体育協会第 2回理事会において、平成 35年佐賀県での国体開催を了承

（内々定） 

平成 35年国体・全障スポ佐賀県準備委員会の設立 

平成 27 年度 佐賀県準備委員会において、開催準備総合計画及び会場地市町選定基本方針等の決定 

平成 29 年度 
競技会場地の第 2 次内定                                         

【ホッケー競技】（成年男子・女子、少年男子・女子） 【軟式野球競技】（成年男子） 

平成 30 年度 

競技会場地の第 4 次内定                                       

【水泳競技（オープンウォータースイミング）】（男子・女子）                                  

【バレーボール競技（ビーチバレーボール】（少年男子・女子） 

（公財）日本スポーツ協会第 35回理事会において、第 78回国民スポーツ大会（本大

会）の開催地が佐賀県に内定 

中央競技団体正規視察（ホッケー競技） 

平成 31 年度      

(令和元年度) 

佐賀県準備委員会において、国スポ・全障スポ会期案の決定 

競技会場地第 5 次内定  【フライングディスク】 

第 74 回茨城国体視察調査 

中央競技団体正規視察（軟式野球、オープンウォータースイミング、ビーチバレーボール） 

令和 2年度 
市体育保健課から市スポーツ課へ改称                               

スポーツ課内に国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会推進室設置 
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第７８回国民スポーツ大会・第２３回全国障害者スポーツ大会 

伊万里市開催内定競技 

 

○国民スポーツ大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全国障害者スポーツ大会 

 

 

 

 

【参考】 

１ 名称等の変更 

  平成３０年６月１３日に「スポーツ基本法の一部を改正する法律」が国会で成立し、令和５

年の佐賀大会は、国民体育大会の名称が「国民スポーツ大会」に変わる最初の本大会（※）と

なる。 

  また、「スポーツ基本法」の改正に伴い、大会の略称も「国体（こくたい）」から「国スポ（こ

くすぽ）」に変更になる。 

※本大会は秋季に行われる国民スポーツ大会のこと 

【変更内容】 

 

・法律成立日：平成３０年６月１３日 

・施 行 日：令和 ５年１月 １日 

・変 更 理 由：世界中のあらゆる人々がスポーツのために我が国に集う東京オリンピッ   

ク・パラリンピック競技大会を好機と捉え、「スポーツ」の価値を世界の 

  旧 新 

大会名称 国民体育大会 国民スポーツ大会 

英語表記 NATIONAL SPORTS FESTIVAL JAPAN GAMES 

略   記 国体（こくたい） 国スポ（こくすぽ） 

男子

女子

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

少年男子

少年女子

大会日数

１日間

５日間

５日間

３日間

４日間

1

2

3

4

No.

伊万里人工海浜公園（イマリンビーチ）

バレーボール

軟式野球 成年男子 伊万里市国見台野球場

ホッケー

伊万里市国見台球技場

佐賀県立伊万里実業高等学校
商業キャンパス運動場

競技名・種目名 種別 開催予定施設

ビーチバレーボール 伊万里人工海浜公園（イマリンビーチ）

水泳
オープンウォーター
スイミング

競技名・種目名

フライングディスク1

No. 種別

身体・知的 伊万里市国見台陸上競技場

開催予定施設 大会日数

３日間
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人々と分かち合い、「スポーツ」を通じた社会改革に向け世界各国と協調 

していくため世界的に広く用いられている「スポーツ」の語を基本的に用 

いるべく、「国民体育大会」を「国民スポーツ大会」と改める等の改正を 

行う。 

 

２ 先催県の実績 （第７４回茨城国体実績） 

 （１）選手・監督数 述べ ９４，４１１人  

（２）大会関係者数 述べ１２５，３８０人  

 （３）観覧者数   述べ５５１，３９７人  

 

 

３ 今後の国民体育大会等の開催県について 

 

開催年 開催県 開催年 開催年 

令和 ２年 鹿児島県（中止・延期） 令和 ９年 長野県 

令和 ３年 三重県 （決定） 令和１０年 群馬県 

令和 ４年 栃木県 （決定） 令和１１年 島根県 

令和 ５年 佐賀県 （内定） 令和１２年 未定 

令和 ６年 滋賀県 （内定） 令和１３年 未定 

令和 ７年 青森県 令和１４年 未定 

令和 ８年 宮崎県  令和１５年 鳥取県 
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- 7 - 

 

（３）第７８回国民スポーツ大会等の開催に向けたスケジュールについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※茨城国体

（2020年）
【３年前】

【２年前】

（2022年）

（2019年）
【４年前】

（2018年）

平成30年度

令和４年度

※三重国体

【開催年】

【１年前】

※栃木国体

令和５年度
（2023年）

令和２年度

※鹿児島国体

令和３年度

（2021年）

令和元年度

※福井国体

第78回国民スポーツ大会等の開催に向けたスケジュール

年度 主要行事 伊万里市実行委員会組織

【５年前】

市

組織拡大

大会終了
まで

中央競技団体

正規視察

会場地総合視察
（日スポ協・文科省）

開催決定

リハーサル大会開催

第 7 ８ 回 国 民 スポーツ 大 会（第23回全国障害者スポーツ大会） 開 催

○総会開催
○常任委員会開催

○各種専門委員会開催

実行委員会解散

総 会
常任委員会
各専門委員会
随時開催
先催県視察

実行委員会発足 （実行委員会事務局）

リハーサル大会
実施本部設置

開催内定

国スポ実施本部設置

スポーツ課内に国民スポーツ大
会・全国障害者スポーツ大会推

進室を設置

県実行委員会設立
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【第 1 号議案】ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会設立趣意書（案）について 

 

 

ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会設立趣意書（案） 

 

 国民スポーツ大会は、広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ精神を高揚して

国民の健康増進と体力の向上を図り、併せて地域スポーツの振興と地方文化の発展に

寄与するとともに、国民生活を明るく豊かにすることを目的として開催されます。 

 

また、全国障害者スポーツ大会は、障害のある選手が競技等を通じ、スポーツの楽

しさを体験するとともに、多くの人々が障害に対する理解を深め、障害のある人の社

会参加の推進に寄与することを目的に開催されます。 

 

 近年、スポーツを取り巻く状況は、急速な少子高齢社会の進展に伴い変化をしてお

り、また、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を控え、国民全体のス

ポーツに対する機運が高まる中、昭和５１年以来４７年ぶりに、第７８回国民スポー

ツ大会と第  ２３回全国障害者スポーツ大会が令和５年に佐賀県で開催されるこ

ととなりました。 

 

本市においては、国民スポーツ大会の水泳競技のオープンウォータースイミング、

ホッケー競技、バレーボール競技のビーチバレーボール、軟式野球競技の４競技と、

全国障害者スポーツ大会のフライングディスク競技の会場地となることが決定して

います。 

 

これは、スポーツ活動の普及・発展やスポーツを通した交流人口の拡大に大きく寄

与することはもとより、大会の開催に向けて市民と行政が協働し取り組むことで、市

全体の一体感を高めることにもなり、本市が目指す「ひとがいきいきと活躍する 幸

せ実感のまち 伊万里」の実現に向けて、極めて有意義なものになることが期待され

ます。 

 

 そこで、このような意義ある両大会の成功に向け、伊万里市民の総力を結集しての

開催準備や大会運営に取り組むことを目的に、ここに「ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実

行委員会」を設立するものです。 

 

 

 令和２年８月６日 

 

 

５ 議事 
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【第２号議案】ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会会則（案）について 

 

 

ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会会則（案） 

 

（名称） 

第１条 本会は、ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会（以下「実行委員会」という。）

と称する。 

（目的） 

第２条 実行委員会は、第７８回国民スポーツ大会及び第２３回全国障害者スポーツ

大会において、伊万里市で開催される競技会（以下「競技会」という。）の円滑な

運営に必要な事務及び事業を行うことを目的とする。 

（所掌事項） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事項を行う。 

 （１）競技会の開催に必要な方針及び計画の決定に関すること。 

 （２）競技会の開催に係る準備に関すること。 

 （３）競技会の開催に必要な施設及び設備の整備に関すること。 

 （４）競技会の開催及び準備のための経費に関すること。 

 （５）関係競技団体、関係団体及び関係機関との連携調整に関すること。 

 （６）市民のスポーツ意識の高揚及び地域の振興に関すること。 

 （７）その他、実行委員会の目的達成に必要な事項に関すること。 

（組織） 

第４条 実行委員会は、会長及び委員をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

 （１）伊万里市を代表する者 

 （２）伊万里市議会を代表する者 

 （３）関係競技団体、関係団体及び関係機関を代表する者 

 （４）その他会長が特に必要と認める者 

（役員） 

第５条 実行委員会に次の各号に掲げる役員を置く。 

 （１）会長    １名 

 （２）副会長  １０名以内 

 （３）常任委員 ５０名以内 

 （４）監事    ２名 

（役員の選任） 

第６条 会長は、伊万里市長をもって充てる。 

２ 副会長、常任委員及び監事は、委員のうちから会長が委嘱する。 
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（役員の職務） 

第７条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、あらかじめ

会長が指名した順位により、その職務を代理する。 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第１２条第７項に掲げる事項を審議する。 

４ 監事は、実行委員会の財務を監査する。 

（任期等） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、委嘱されたときから実

行委員会の目的が達成されたときまでとする。ただし、委員等が就任時におけるそ

れぞれの所属の団体又は機関の役職を離れた場合は、その委員等は、辞職したもの

とみなし、その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充

することができる。 

３ 会長は、前２項の規定により委員等に変更があったときは、次の総会において報

告する。 

４ 委員等は、無報酬とする。 

（顧問及び参与） 

第９条 実行委員会に、顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会務の重要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

４ 参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

５ 前条の規定は、顧問及び参与の任期等について準用する。 

（会議の種類） 

第１０条 実行委員会に、次の各号に掲げる会議を置く。 

 （１）総会 

 （２）常任委員会 

 （３）専門委員会 

（総会） 

第１１条 総会は、会長及び委員等をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれに当たる。 

４ 総会は、次の各号に掲げる事項について審議し、議決する。 

 （１）競技会の開催に係る基本方針に関すること。 

 （２）会則の制定及び改廃に関すること。 

 （３）事業計画及び事業報告に関すること。 

 （４）予算及び決算に関すること。 

 （５）常任委員会に委任する事項に関すること。 

 （６）その他重要な事項に関すること。 
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５ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開催し、及び議決することができない。

ただし、総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、代理人

に権限を委任し、又は書面で議決に加わることができる。この場合においては、当

該委員は、出席したものとみなす。 

６ 総会の議事は、出席委員（代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わった者

を含む。）の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

７ 会長は、必要に応じて顧問及び参与に総会への出席を求めることができる。 

（常任委員会） 

第１２条 常任委員会は、会長、副会長及び常任委員をもって構成する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 副委員長は、副会長のうちから会長が指名する。 

４ 常任委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

５ 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれに当たる。 

６ 委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、副委員長がその職務を代理する。 

７ 常任委員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。 

 （１）総会から委任された事項に関すること。 

 （２）専門委員会の設置及び専門委員会への付託に関すること。 

 （３）総会を招集する時間的余裕のない緊急な事項に関すること。 

 （４）その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

８ 前条第５項及び第６項の規定は、常任委員会について準用する。 

９ 常任委員会は，第７項の規定により審議決定した事項及び次条第３項の規定によ

り専門委員から報告があった事項を、必要に応じて次の総会に報告するものとする。 

10 第８条の規定は、常任委員会の任期等について準用する。 

（専門委員会） 

第１３条 専門委員会は、会長が委嘱した専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から付託された事項について調査し、及び審議しその

結果を常任委員会に報告するものとする。 

３ 専門委員会は、常任委員会から委任された事項について調査し、及び審議しその

結果を必要に応じて常任委員会に報告する。 

４ 前３項の規定に定めるもののほか、専門委員会に関し必要な事項は，常任委員会

に諮った上で、会長が別に定める。 

５ 第８条の規定は、専門委員の任期等について準用する。 

（会長の専決） 

第１４条 会長は、総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集する時間

的余裕がないとき、又は総会等の権限に属する事項で軽易なものについては、これ

を専決処分することができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等に報告し、承

認を得なければならない。 



- 12 - 

 

（事務局） 

第１５条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局に関し、必要な事項は、会長が別に定める。 

（経費） 

第１６条 実行委員会の経費は、負担金及びその他の収入をもって充てる。 

（予算及び決算） 

第１７条 実行委員会の収支予算は、総会の議決により定め、収支決算は、監事の監

査を経て総会の承認を得なければならない。 

（会計年度） 

第１８条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日までと

する。 

２ 実行委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（解散） 

第１９条 実行委員会は、第２条に規定する目的が達成されたときは、総会の議決を

経て解散するものとする。 

２ 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、伊万里市に帰属するものとする。 

（委任） 

第２０条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に必要な事項は、会長が

別に定める。 

 

附 則 

 この会則は、令和２年８月６日から施行する。 
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専門委員会【調査・研究機関】
各委員会に委員長、副委員長、委員で構成

（１０～20名程度）

庁内連絡会議

ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会組織図（案）

実行委員会事務局
（スポーツ課　国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会推進室）

総合計画、広報
計画、市民運動
推進等

競技運営計画、
競技施設整備計
画等

宿泊計画、配
宿、医療救護、
食品衛生、環境
衛生等

輸送計画、交
通、消防防災、
警備等

ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会

総　会　【最高議決機関】
（構成：会長・委員・顧問・参与）

役員：会長、副会長、常任委員、監事

総務・企画 競技・式典 宿泊・衛生 輸送交通・警備

常任委員会【決定機関】
（構成：委員長（会長）・副委員長（副会長）・常任委員）

委任

報告

委任・付託

報告

○開催方針の決定

○事業計画・予算の審議

○常任委員会への審議委任

○総会から委任事項の審査・

決定

○緊急な事項その他必要な事

項の審議・決定

○専門委員会の設置及び付

託・委任事項の審議・決定

○常任委員会からの付託事項の

調査・審議、委任事項の審議・

決定

○実行委員会の運営

○審議事項等の素案作成

○決定事項等の実施

○県・競技団体との連絡調整
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【第３号議案】ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会委員・役員（案）について

（順不同・敬称略）

役職名 選出区分 所属団体・役職名 氏名 備考

会長 市長 伊万里市　市長 深浦　弘信

委員 市議会関係 伊万里市議会　議長 馬場　　繁 副会長

（84名） （5名） 伊万里市議会　副議長 坂本　繁憲

伊万里市議会　総務委員長 中山　光義

伊万里市議会　文教厚生委員長 井手　　勲

伊万里市議会　環境建設委員長 松永　孝三

市関係 伊万里市　副市長 泉　　秀樹 副会長

（4名） 伊万里市　監査委員 井関　勝志 監事

伊万里市　教育委員会教育長 松本　　定 副会長

伊万里市　会計管理者 力武　浩和 監事

国関係 佐賀国道事務所武雄維持出張所　所長 光武　　聡

（2名） 唐津海上保安部伊万里海上保安署　署長 横山　孝美

県関係 伊万里土木事務所　所長 大串　　豊

（3名） 伊万里保健福祉事務所　所長 小路　恭史 常任

伊万里警察署　署長 川原　重樹

教育関係 伊万里市学校長会　会長 吉永　浩伸 常任

（8名） 伊万里市中学校体育連盟　会長 福井　宏和

伊万里市小中学校連合ＰＴＡ　会長 前田　　勉

佐賀県立伊万里高等学校　学校長 掛園　真樹

佐賀県立伊万里実業高等学校　学校長 深町　俊善

佐賀県立有田工業高等学校　学校長 津川　久博

佐賀県立伊万里特別支援学校　学校長 江島　博文

学校法人伊万里学園敬徳高等学校　学校長 立石　琢磨

スポーツ関係 伊万里市体育協会　会長 石本　清文 副会長

（16名） 佐賀県水泳連盟　会長 高木　辰巳 常任

伊万里市水泳協会　会長　 金子健二郎

佐賀県バレーボール協会　理事長 池上　寿伸

佐賀県ビーチバレーボール連盟　理事長 春野　修司 常任

伊万里市バレーボール協会　会長 水上　忠弘

伊万里市バレーボール協会　理事長 川口　幹夫

佐賀県ホッケー協会　会長 笠原　義久 常任

伊万里市ホッケー協会　副会長 弘川　貴紀

伊万里市ホッケー協会　理事長 仙名　洋一

佐賀県軟式野球連盟　理事長 鶴　　　登 常任

伊万里市軟式野球連盟　会長 馬場　敏夫

伊万里市軟式野球連盟　理事長 川上　政幸

佐賀県障害者フライディングディスク協会　会長 小林　義民 常任

伊万里市スポーツ推進委員協議会　会長 小旗寛十郎 常任

伊万里市スポーツ少年団　本部長 桜木　照彦

産業・経済関係 伊万里商工会議所　会頭 古賀　富男 副会長

（14名） 伊万里市農業協同組合　代表理事組合長 田代　直樹 常任

伊万里陶磁器工業協同組合　副理事長 徳永　圭太

伊万里鍋島焼協同組合　代表理事 畑石　眞二

伊万里商店連合会　会長 重松　宏臣

伊万里青年会議所　理事長 堤　　悠樹

伊万里商工会議所青年部　会長 上原　泰三

伊万里商工会議所女性会　会長 大島　明美

ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会委員（案）
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役職名 選出区分 所属団体・役職名 氏名 備考

委員 産業・経済関係 佐賀玄海漁業協同組合波多津支所　運営委員長 久保　茂孝

伊万里ライオンズクラブ　会長 原　　幸子

古伊万里ライオンズクラブ　会長 齋藤　　勇

伊万里ロータリークラブ　会長 小山　　晃

伊万里西ロータリークラブ　会長 古賀　秀仁

国際ソロプチミスト伊万里　会長 大屋　芳子

医療・福祉関係 伊万里・有田地区医師会　会長 小嶋　秀夫 常任

（10名） 伊万里・有田地区歯科医師会　会長 池田　盛多 常任

伊万里・有田地区薬剤師会　会長 岡村　優治

佐賀県栄養士会　伊万里支部　事業部長 江口　初子

佐賀県看護協会　北部地区支部　副支部長 松尾　悦子

伊万里市身体障害者福祉協会　理事 犬塚　益己 常任

伊万里市社会福祉協議会　会長 尾形洋一郎

伊万里市精神保健福祉会いまり草の根会　会長 山口　義人

伊万里市手をつなぐ育成会　会長 新庄百合子

伊万里市保育会　会長 滝　　道学

宿泊・観光・衛生関係 伊万里市観光協会　会長 山﨑　光英 常任

（8名） 伊万里旅館組合　組合長 前田　義孝 常任

伊万里飲食業組合　組合長 前田　成利 常任

佐賀県食品衛生協会　伊万里支部　支部長 古川　次則

伊万里ｸﾞﾘｰﾝ・ﾂｰﾘｽﾞﾑ協議会　幹事長 田中　恒範

伊万里観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞの会　会長 藤瀬　熊喜

特定非営利活動法人まちづくり伊萬里　理事長 早田　文昭

伊万里食三昧実行委員会　会長 岩本　　修

通信・輸送・交通関係 佐賀県ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ協会　会長 金子　晴信

（6名） 松浦鉄道株式会社　取締役　運輸部長 沼口　隆之

伊万里市交通安全指導員会　会長 宗　　　泉

西肥自動車株式会社　伊万里営業所　所長 須崎　一則 常任

昭和自動車株式会社　乗合事業部　副部長 城戸　秀弥

伊万里湾小型船安全協会　理事長 金子　義弘

社会・文化・環境関係 伊万里市区長会連合会　会長 石井　司朗 常任

（6名） 伊万里市老人クラブ連合会　会長 中島　　馨

伊万里市子ども会連合会　会長 力武英一郎

市民まちづくり推進会議　会長 吉﨑　　弘

伊万里市食生活改善推進協議会　会長 吉岡　茂子

いまり女性ネットワーク　副代表 岩橋　和子

警備・消防関係 伊万里市消防団　団長 力武　博典

（2名） 伊万里・有田消防本部　消防長 角永慎二郎

顧問 県議会関係 県議会議員 中倉　政義

（3名） （3名） 県議会議員 岡口　重文

県議会議員 弘川　貴紀

参与 市議会関係 市議会議員 盛　　泰子

（25名） （委員以外）（16名） 市議会議員 笠原　義久

市議会議員 樋渡　雅純

市議会議員 渡邊　英洋

市議会議員 前田　久年

市議会議員 松尾　雅宏

市議会議員 梶山　　太

市議会議員 山口　恭寿

市議会議員 前田　邦幸

市議会議員 前田　敏彦
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役職名 選出区分 所属団体・役職名 氏名 備考

参与 市議会関係 市議会議員 力武　勝範

市議会議員 岩﨑　義弥

市議会議員 山口　常人

市議会議員 西田晃一郎

市議会議員 川田　耕一

市議会議員 加藤奈津実

学校・教育関係 教育委員会　教育委員 光田紀美子

（4名） 教育委員会　教育委員 松永　真治

教育委員会　教育委員 山口　萩月

教育委員会　教育委員 酒見　良司

報道関係 佐賀新聞伊万里支局　支局長 青木　宏文

（5名） 朝日新聞佐賀総局　総局長 前地　昌道

読売新聞佐賀支局　支局長 堺　　拓二

伊万里ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ株式会社　代表取締役 渕上　康児

西海テレビ株式会社　代表取締役 久保田健治

会長１名、委員８４名、顧問３名、参与２５名　合計１１３名
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（順不同・敬称略）

役職名 選出区分 所属団体・役職名 氏名 備考

会長 市長 伊万里市　市長 深浦　弘信 常任委員長

副会長 市議会関係 伊万里市議会　議長 馬場　　繁 常任副委員長

副会長 市関係 伊万里市　副市長 泉　　秀樹 常任副委員長

副会長 伊万里市　教育委員会教育長 松本　　定 常任副委員長

副会長 スポーツ関係 伊万里市体育協会　会長 石本　清文 常任副委員長

副会長 産業・経済関係 伊万里商工会議所　会頭 古賀　富男 常任副委員長

常任委員 県関係 伊万里保健福祉事務所　所長 小路　恭史

常任委員 教育関係 伊万里市学校長会　会長 吉永　浩伸

常任委員 伊万里市中学校体育連盟　会長 福井　宏和

常任委員 佐賀県立伊万里高等学校　学校長 掛園　真樹

常任委員 佐賀県立伊万里実業高等学校　学校長 深町　俊善

常任委員 佐賀県立有田工業高等学校　学校長 津川　久博

常任委員 佐賀県立伊万里特別支援学校　学校長 江島　博文

常任委員 学校法人伊万里学園敬徳高等学校　学校長 立石　琢磨

常任委員 スポーツ関係 佐賀県水泳連盟　会長 高木　辰巳

常任委員 佐賀県バレーボール協会　理事長 池上　寿伸

常任委員 佐賀県ホッケー協会　会長 笠原　義久

常任委員 佐賀県軟式野球連盟　理事長 鶴　　　登

常任委員 佐賀県障害者フライディングディスク協会　会長 小林　義民

常任委員 伊万里市スポーツ推進委員協議会　会長 小旗寛十郎

常任委員 産業・経済関係 伊万里市農業協同組合　代表理事組合長 田代　直樹

常任委員 医療・福祉関係 伊万里・有田地区医師会　会長 小嶋　秀夫

常任委員 伊万里市身体障害者福祉協会　理事 犬塚　益己

常任委員 宿泊・観光・衛生関係 伊万里市観光協会　会長 山﨑　光英

常任委員 伊万里旅館組合　組合長 前田　義孝

常任委員 伊万里飲食業組合　組合長 前田　成利

常任委員 通信・輸送・交通関係 西肥自動車株式会社　伊万里営業所　所長 須崎　一則

常任委員 社会・文化・環境関係 伊万里市区長会連合会　会長 石井　司朗

監事 市関係 伊万里市　監査委員 井関　勝志

監事 伊万里市　会計管理者 力武　浩和

ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会役員名簿（案）

会長１名、副会長５名、常任委員２２名、監事２名　　　合計　３０名



 

 

 

 

第 １ 回 総 会 
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ＳＡＧＡ２０２３伊万里実行委員会第１回総会 次第 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 議 事 

  

第１号議案  ＳＡＧＡ２０２３伊万里市開催基本方針（案） 

  

  第２号議案  ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会令和２年度事業計画（案） 

  

  第３号議案  ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会令和２年度収支予算（案） 

 

第４号議案   ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会常任委員会への委任事項（案） 

 

 

３ その他 

 

 

４ 閉 会 
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ＳＡＧＡ２０２３伊万里市開催基本方針（案） 

 

１ 基本方針 

  伊万里市において開催される第７８回国民スポーツ大会・第２３回全国障害者ス

ポーツ大会は、国民体育大会から国民スポーツ大会へ名称が変更になる記念すべき

大会であり、市民と行政が互いに支えあい、関わるすべての人々の記憶に残る、伊

万里の魅力あふれる大会として開催します。 

 また、国民スポーツ大会及び全国障害者スポーツ大会を契機に、市民のスポーツ

に対する関心を高め、気軽にスポーツに親しむことができる環境をつくることで、

地域の活力を育み、本市が目指す「人がいきいきと活躍する 幸せ実感のまち 伊

万里」の実現を目指します。 

 

２ 実施目標 

（１）市民協働を図る大会 

  “する”、“育てる”、“観る”、“支える”といったそれぞれのスタイルで誰もが

スポーツを楽しむ文化の拡大を図り、市民・企業・団体・行政など多様な主体の

知恵と工夫を集結させ、大会成功に向けて万全を期するとともに、市民が喜びと

感動を分かち合い、記憶にも心にも残る大会を目指します。 

  

（２）簡素・効率化を推進する大会 

  開催にあたって、近年の経済状態や国民スポーツ大会改革の趣旨等を踏まえ、

市内の既存施設の有効活用、開催経費の削減に努め、知恵や創意工夫を凝らした、

簡素・効率化を推進する大会を目指します。 

 

（３）地域スポーツと活力あるまちづくりを推進する大会 

  大会開催を契機に、市民のスポーツに対する関心を高め、スポーツ参画人口の

拡大と各種目の競技力向上を図るとともに、地域スポーツへの参加を推進するこ

とで、年齢や体力に応じたスポーツに親しみ、地域の活力を育む環境づくりに努

めます。 

 

（４）伊万里の魅力を全国に発信する大会 

  全国から伊万里を訪れる方々を温かく迎え、心のこもったおもてなしをすると

ともに、伊万里の恵まれた自然や歴史・産業・文化など、本市の誇れる多彩な魅

力を余すことなく全国に発信できる大会を目指します。 

 

２ 議事 

【第１号議案】 
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ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会令和２年度事業計画（案） 

 

 

 ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会令和２年度事業計画を次のとおりとし、円滑

な準備業務に努める。 

 

 

 １ 競技会の開催に向けた準備計画の作成 

 

 

 ２ 先催都市の準備状況等の調査及び研究 

 

 

 ３ 関係機関及び競技団体との連絡調整 

 

 

 ４ その他競技会の開催準備に係る事項の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２号議案】 



- 21 - 

 

 

ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会令和２年度収支予算（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第３号議案】 

○収入の部 （単位：千円）

金　額 備　考

397 伊万里市負担金

1 預金利息等

398

○支出の部 （単位：千円）

金　額 備　考

110

（１）会議費 30 総会時のお茶代他

（２）事務局費 80 実行委員会公印、消耗品等

２．開催推進費 287

（１）調査研究費 237 鹿児島国体等競技会場地視察他

（２）広報啓発費 50 実行委員会だより用紙代等

３．予備費 1

398

科　目

１．負担金

２．諸収入

合　計

科　目

合　計

１．総務費
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ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会常任委員会への委任事項（案） 

 

 

 ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会会則第１１条第４項第５号に基づく総会か

ら常任委員会への委任事項は次のとおりとする。 

 

 

 １ 競技会の開催に係る総合企画及び運営に関すること。 

 

 ２ 競技会場及び競技運営並びに式典に関すること。 

 

 ３ 宿泊及び医事衛生に関すること。 

 

 ４ 輸送、交通、警備及び消防に関すること。 

 

 ５ 広報及び市民運動に関すること。 

 

 ６ その他会務に必要な事項に関すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第４号議案】 



 

 

 

 

参考資料 
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- 25 - 
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―ＭＥＭＯ―



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＡＧＡ２０２３伊万里市実行委員会事務局 

（伊万里市教育委員会 スポーツ課 国民スポーツ大会・

全国障害者スポーツ大会推進室内） 

 

〒848-8501 伊万里市立花町１３５５－１ 

TEL０９５５－２３－３１８７ 

FAX０９５５－２３－２６１５ 

E-mail：sports@city.imari.lg.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SAGA2023 伊万里市実行委員会 


